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◇
　
序
文
　
◇

「
温
故
」
第
一
号
の
冒
頭
に
『
高
山
狗
留
孫
佛
縁
起
並
高
山
の
縁
由
』
と
い
う
文

章
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
章
は
（
口
訳
）
と
な
っ
て
い
て
、
同
文
が
『
須
佐
町

誌
』
875
頁
に｢

須
佐
の
伝
説｣

と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
口
訳
で
は
な
く
古
文
書
で
こ
れ
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。『
須
佐
町
誌
』

に
よ
る
と
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
文
書
は｢

村
岡
家
文
書｣

で
あ
り
、
元
禄
十
六
年

に
紹
孝
寺
住
職
宗
岩
翁
が
書
き
残
し
た
も
の
だ
と
言
う
こ
と
で
す
（
松
夫
龍
氏

注
解
）。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
　
　
狗
留
孫
山
道
昌
庵
後
良
依

公
儀
の
命
に
よ
っ
て
書
記
さ
れ
た
縁
起
は
、
こ
れ
ま
で
秘
せ
ら
れ
て
年
久

し
く
民
間
に
有
っ
た
。
近
頃
こ
れ
を
手
に
入
れ
た
が
紙
は
腐
り
字
は
損
な

わ
れ
て
、
読
む
人
を
し
て
口
惜
し
が
ら
せ
た
。
野
頭
村
の
山
吏
御
手
洗
氏

治
部
が
こ
れ
を
読
み
正
し
て
欲
し
い
と
乞
う
の
で
禅
修
行
の
余
暇
を
み
て
、

煩
雑
な
所
は
こ
れ
を
除
き
、
略
さ
れ
た
所
は
こ
れ
を
詳
し
く
付
加
し
、
誤

り
の
所
は
訂
正
し
て
、
こ
の
記
録
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
元
禄
十
六
年
龍
集
注
１

葵
未
正
月
吉
日

前
総
持
紹
孝
現
住
門
超
叟
宗
岩
　
謹
誌
　
　
判
　
　
　
』

こ
の
文
書
は
内
容
の
真
偽
は
別
と
し
て
、
高
山
黄
帝
社
、
八
相
権
現
に
関

す
る
記
録
と
し
て
は
、
古
く
は
風
土
注
進
案
な
ど
に
も
引
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
古
い
本
の
中
で
は
、
黄
帝
社
と
八
相
権
現
社
を
混
同
し
て
い
る
個
所

も
あ
る
が
、
両
社
は
も
と
も
と
別
個
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

狗
留
孫
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語（
梵
語
の
こ
と
で
印
度
古
代
の
文
章
語
）

で｢

願
い
ご
と
が
叶
う｣

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。｢

山
口
県
風
土
誌｣

の
編
者
近
藤
清
石
は｢

黄
帝
は
も
と
も
と
須
佐
之
男
命
で
あ
っ
た
の
が
後
に

黄
帝
に
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
ス
サ
の
地
名
、
古
く
は
神
山
と
書

い
た
が
後
に
山
が
高
い
の
で
高
山
と
書
く
よ
う
に
な
っ
た｣

と
い
う
千
家
清

主
の
論
も
併
せ
引
用
し
て
、
こ
の
方
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
記
し
て

い
ま
す
。（
以
上
、『
須
佐
町
誌
』
か
ら
）

黄
帝
は
漢
代
の
司
馬
遷
に
よ
る
『
史
記
』
や
『
国
語
・
晋
語
』
に
よ
る
と
、

け
ん
え
ん

少
典
の
子
。
姫
水
の
ほ
と
り
に
生
ま
れ
た
の
で
姓
は
姫
姓
、
名
は
軒
轅
と

い
う
。
帝
鴻
氏
と
も
呼
ば
れ
、
山
海
経
に
登
場
す
る
怪
神
・
帝
鴻
と
同
一

し
ゆ
う

の
も
の
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
蚩
尤
を
討
っ
て
諸
侯
の
人
望
を
集
め
、

神
農
氏
に
代
わ
っ
て
帝
と
な
り
ま
し
た
。『
史
記
』
は
そ
の
治
世
を
、
従
わ

な
い
者
を
討
ち
、
道
を
開
い
て
、
後
世
の
春
秋
戦
国
時
代
に
中
国
と
さ
れ

る
領
域
を
す
み
ず
み
ま
で
統
治
し
た
開
国
の
帝
王
の
時
代
と
し
て
描
い
て

い
ま
す
。

彼
以
降
の
四
人
の
五
帝
と
、
夏
、
殷
、
周
、
秦
の
始
祖
を
初
め
、
数
多
く

の
諸
侯
が
黄
帝
の
子
孫
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
は
、
中
国
に

都
市
国
家
群
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
君
主
が
諸
侯
と
な
っ
て
い
く
過

程
で
、
擬
制
的
な
血
縁
関
係
を
結
ん
で
い
っ
た
諸
侯
た
ち
の
始
祖
と
し
て
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黄
帝
像
が
仮
託
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
後
世
に
な
る
と
、
中
国
の

多
く
の
姓
氏
が
始
祖
を
三
代
の
帝
王
や
諸
侯
と
し
た
の
で
、
現
在
も
多
く

の
漢
民
族
は
黄
帝
を
先
祖
に
仰
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
清
代
末
期
に
革
命

派
が
、
黄
帝
が
即
位
し
た
年
を
紀
元
と
す
る
黄
帝
紀
元
と
称
す
る
暦
を
用

い
て
清
朝
へ
の
対
抗
意
識
を
示
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
辛
亥
革
命
後
に
至
り
、
革
命
支
持
者
を
中
心
に
黄
帝
の
存
在
を

否
定
す
る
主
張
が
高
ま
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
同
様
の
議
論
が
起
こ
り
、

白
鳥
庫
吉
・
市
村?

次
郎
・
飯
島
忠
夫
ら
が
黄
帝
の
実
在
性
を
否
定
す
る
論

文
を
著
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
黄
帝
は
中
国
医
学
の
始
祖
と
し
て
、
現
在
で
も
尊
崇
を
集
め

て
い
ま
す
。
漢
の
時
代
で
は
、
著
者
不
明
の
医
学
書
は
、
黄
帝
の
も
の
と

し
て
権
威
を
付
け
る
の
が
流
行
し
ま
し
た
。 

現
存
す
る
中
国
最
古
の
医
学

書
『
黄
帝
内
経
素
問
』、『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
も
、
黄
帝
の
著
作
と
さ
れ
て

い
ま
す
。（
以
上
、
ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア
百
科
事
典
よ
り
）

文
中
に
登
場
す
る
黄
帝
の
家
臣
、
貨
狄
は
中
国
の
伝
説
上
の
船
の
発
明
者

で
す
。
謡
曲｢

自
然
居
士｣

（
じ
ね
ん
こ
じ
）
の
詞
章
の
中
に
舞
囃
子
と
し
て

そ
の
物
語
が
有
り
ま
す
の
で
巻
末
の
補
注
を
見
て
下
さ
い
。

文
書
の
冒
頭
に｢

高
山
黄
帝
社
本
地｣

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
本
地
（
ほ
ん

じ
）
と
は
日
本
の
神
は
本
地
で
あ
る
仏
・
菩
薩
が
衆
生
救
済
の
た
め
に
姿

を
変
え
て
垂
迹
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
神
仏
同
体
説
で
、
平
安
時
代
に
始

ま
り
、
明
治
初
期
に
神
仏
分
離
で
衰
え
る
ま
で
、
小
説
、
物
語
、
浄
瑠
璃
、

説
経
、
等
を
通
じ
て
神
仏
の
本
縁
、
寺
社
の
由
緒
な
ど
が
説
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
文
書
の
書
き
方
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
熊
野
権
現
の
本
地

は
阿
弥
陀
如
来
と
説
く
の
と
同
じ
で
す
。

こ
の
文
書
を
史
料
と
し
て
読
ん
で
感
じ
た
事
が
あ
り
ま
す
。

○
第
一
に
口
訳
と
文
書
と
は
全
く
別
物
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。
口
訳
の
内

容
は
文
書
と
同
じ
で
す
が
、
殆
ど
創
作
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
程
注

釈
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
人
が
内
容
を
理
解
す
る
に
は

こ
の
方
が
便
利
で
す
。

○
史
料
に
は
こ
の
序
文
で
紹
介
し
た
元
禄
十
六
年
葵
未
正
月
吉
日
の
宗
岩

翁
の
後
書
き
部
分
が
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
を
参
考
と
し
て
読
ん
で
下
さ
い
。

（
栗
山
）
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◇
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◇
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　◇
　
凡
例
　
◇

一
、〈
原
則
〉

〈
原
則
〉

〈
原
則
〉

〈
原
則
〉

〈
原
則
〉
全
体
を
通
し
て
、
可
能
な
限
り
古
文
書
原
本
に
忠
実
に
読
解
文
を

表
記
す
る
。

◇
原
文
が
旧
漢
字
の
時
は
、
活
字
が
あ
る
限
り
旧
漢
字
で
表
記
す
る
。
活
字
が
無
い
と
き
に
限
り

　
常
用
漢
字
を
使
用
す
る
。

◇
異
体
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
る
。
　〈
例
〉
＝
　
　（
等
）、　 

（
事
）、　
　（
迄
）

◇
変
体
仮
名
は
原
文
通
り
と
す
る
。
　〈
例
〉
＝
者
（
は
）、
幾
（
き
）、
茂
（
も
）、
与
（
と
）、

          

尓
（
に
）、
江
（
え
）、
之
（
の
）、
而
（
て
）、
連
（
れ
）　
な
ど
。

◇
助
詞
も
原
文
通
り
表
記
す
る

　
　
　
　
　
ヨ
リ
、
よ
り
、
ニ
テ
、
ニ
而
（
ニ
て
）、　
　
　
ニ
て
、
候
得
共
（
候
え
共
）、 

ニ
付

◇
活
字
が
無
い
合
字
・
省
字
に
は
常
用
漢
字
を
用
い
る
。

　
　
　
　
　〈
例
〉　
　
　
よ
り
、
ト
モ
、
ト
キ
、
と
し
て
（
〆
）、
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
但
し
、
活
字
が
あ
る
も
の
は
原
文
の
通
り
。〈
例
〉
廿
、
杢
、
な
ど

◇
繰
り
返
し
の
表
記
　〈
漢
字
〉
〃
↓
々
、〈
仮
名
〉
ゝ
　〈
二
字
以
上
〉
／
＼
　

　    

　
　
　

一
、 

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

文
字
の
大
き
さ

　
　 

◇
助
詞
等
に
右
寄
せ
の
小
文
字
表
記
は
適
用
し
な
い
。
全
文
を
同
じ
大
き
さ
の
活
字
で
表

　

　
記
す
る
。

◇
返
り
点
は
使
用
し
な
い
。
代
わ
り
に
難
読
個
所
に
は
ヨ
ミ
の
ル
ビ
を
打
つ
。

以
上
は
Ｈ
Ｐ
にhtml

表
記
す
る
場
合
、
縦
書
き
を
横
書
表
記
に
変
更
す
る
場
合
な
ど
に

生
じ
る
諸
問
題
を
回
避
す
る
為
で
あ
る
。

一
、
誤
字
、

誤
字
、

誤
字
、

誤
字
、

誤
字
、
誤
記
、

誤
記
、

誤
記
、

誤
記
、

誤
記
、
衍
字
、

衍
字
、

衍
字
、

衍
字
、

衍
字
、
あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

あ
て
字
な
ど

◇
右
傍
に
正
字
を
ル
ビ
で
示
し
〈
ｘ
カ
〉
と
す
る
。
但
し
、
明
ら
か
な
誤
字
は
正
字
と
置
き
換
え

　
る
。

 

◇
意
味
不
明
の
場
合
は
（
マ
マ
）
を
付
す
。

 

◇
あ
て
字 

に
は
正
字
で
ル
ビ
を
打
つ
。

 

◇
重
複
（
衍
字
）
の
場
合
は
（
衍
カ
）
と
注
記
す
る
。

一
、
欠
字
、

欠
字
、

欠
字
、

欠
字
、

欠
字
、
虫
損
、

虫
損
、

虫
損
、

虫
損
、

虫
損
、
そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

そ
の
他
判
読
不
能
箇
所

◇
欠
字
は
□
で
表
す
。
字
数
が
確
認
出
来
る
と
き
は
□
□
で
文
字
数
だ
け
□
で
埋
め
る
。
字
数
が

　
判
ら
な
い
と
き
は
　
　
　
で
示
す
。
推
読
可
能
な
欠
字
は
□
に
推
読
文
字
の
ル
ビ
を
打
ち
〈
ｘ

　
カ
〉
と
表
記
す
る
。

◇
判
読
不
能
個
所
は
　
な
い
し
　
　
　
で
示
す
。
　

◇
虫
損
破
壊
で
判
読
で
き
な
い
箇
所
も
同
様
と
し
虫
損
と
す
る
。 

　

◇
推
読
個
所
は
同
じ
く
　
　
　
で
示
し
、
右
傍
に
（
…
カ
）
と
注
記
す
る
。

一
、
抹
消
部
分

抹
消
部
分

抹
消
部
分

抹
消
部
分

抹
消
部
分

◇
抹
消
部
分
は
読
解
し
な
い
（
含
、
見
せ
消
ち
や
抹
消
文
字
の
横
に
〃
を
付
け
た
場
合
な
ど
）

一
、
氏
名
氏
名
氏
名
氏
名
氏
名
・・・・・
地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記

地
名
な
ど
固
有
名
詞
の
連
記
に
は
中
黒
（
・
）
を
付
け
区
分
す
る
。

一
、
朱
書
、

朱
書
、

朱
書
、

朱
書
、

朱
書
、
後
筆
、

後
筆
、

後
筆
、

後
筆
、

後
筆
、
付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

付
箋
な
ど

◇
該
当
部
分
を｢｣

で
囲
み
、
封
紙
ウ
ワ
書
、
端
裏
書
、
端
書
、
裏
書
、
朱
書
、
異
筆
、
後
書
、
付

　
箋
、
張
紙
、
刎
紙
な
ど
と
注
記
し
て
表
記
す
る
。

一
、
花
押
花
押
花
押
花
押
花
押
・・・・・
印
章
な
ど

印
章
な
ど

印
章
な
ど

印
章
な
ど

印
章
な
ど

◇
花
押
が
書
か
れ
て
い
る
場
所
に
花
押
と
記
し
、
印
章
が
押
さ
れ
て
い
る
と
き
は
〈
印
〉
で
表
す
。

一
、
注
釈
注
釈
注
釈
注
釈
注
釈

◇
人
名
、
地
名
、
特
殊
な
用
語
、
現
代
使
用
さ
れ
て
い
な
い
用
語
、
特
殊
な
表
記
な
ど
の
説
明
に

　
は
「
注
ｘ
」
を
付
け
頁
毎
に
脚
注
を
付
け
る
。

◇
長
い
注
記
が
必
要
な
場
合
に
は
、
巻
末
補
注
を
設
け
る
。

◇
西
暦
年
数
、
時
刻
な
ど
簡
単
な
摘
要
は
注
釈
代
わ
り
に
適
宜
ル
ビ
を
付
け
る
。

◇
割
り
注
は
原
文
通
り
に
表
記
す
る
。
　

一
、
出
典
、

出
典
、

出
典
、

出
典
、

出
典
、
参
考
文
献

参
考
文
献

参
考
文
献

参
考
文
献

参
考
文
献

◇
出
典
は
原
則
と
し
て
著
者
と
書
名
を
表
記
し
必
要
に
応
じ
て
頁
数
を
示
す
。
HP
は
URL
を
表
記

　
す
る
。

◇
参
考
文
献
は
巻
末
の
一
覧
表
に
詳
細
を
示
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
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高
山
黄
帝
社
縁
紀
并
山
之
由
縁

　
　
　
妙
高
山
　
瑞
林
禅
寺

高
山
黄
帝
社
本
地

く
る
そ
ん

狗
留
孫
佛
略
縁
紀 

并 

山
之
縁
由

本

阿
武
郡

大
日
ほ
ん
国
長
州
あ
ぶ
ご
り

事

雲

高
野
山 

そ
の
高
き
こ
と
く
も
の

聳
え

峰

間
に
そ
べ
へ 

と
も
に
つ
く
む
ね

*1 狗留孫佛（くるそんぶつ）＝過去七仏の第四の仏。賢劫（げんごう）一千佛の最首。狗留孫とは梵語（サンスク

リット語）の音訳で「実に妙なる成就」「願いごとが 叶う」という意味。



6

野
頭

な
く
須
佐 

江
津 

野
が
し
ら
の

里

首
山

さ
と
に
ね
ざ
す 

し
ゆ
ざ
ん
注
１

を
さ
つ

てひ
と
り
此
北
海
の
中
に
あ
ら
わ
る

伝

我
国

第

世
人
つ
た
へ
て
わ
が
く
に
だ
い

五
の
名
山
注
２

と
い
へ
り

昔

鎌
倉

右
大
将

む
か
し
か
ま
く
ら
の
う
だ
へ
し
や
う

頼
朝

卿

牧

よ
り
と
も
き
ゃ
う
此
山
を
ま
き
と
し

給

子
孫

た
ま
へ
　
其
時
の
奉
行
し
そ
ん
も

今
に
つ
た
へ
て
頼
朝
郷
の
御
教
所

判

伝
来

頼
朝

は
ん
物
で
ん
ら
い
せ
り 

よ
り
と
も

*1 しゅざん＝首山。巻末補注１参照。

*2 第五の名山＝巻末補注１参照。中国の５嶽（華山、首山、大室、泰山、東莱）になぞらえた表現。
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愛

給

い
け
す
き

あ
へ
し
た
も
う
生
食
注
３

も
此
山
よ
り

麓

出
し
と
な
り 

ふ
も
と
を
ま
わ
り

沖
浦
ニ
い
た
り
御
崎
大
明
神
の

宮

遙

み
や
あ
り 

又
前
地
よ
り
は
る
か
に

峰

越
え

頂

よ
こ
む
ね
を
こ
い 

い
た
ヽ
き
に

登

社

の
ぼ
る
に
権
現
の
や
し
ろ
あ
り

由
来

尋

其
の
ゆ
ら
い
を
た
づ
ぬ
る
に

昔

大
師

む
か
し
弘
法
大
姉 

熊
野

鎮
国

権
現
を
勧
請
し
ち
ん
こ
く

仰

護
法
の
霊
神
と
あ
を
ぎ
侍
り

*2 生食（いけすき）＝馬の名前。「生食」は、梶原景季が頼朝に賜った「磨墨」とともに知られた名馬で、高綱と景

季が先陣を争った宇治川の戦いの物語でもよく知られている。高綱は、源頼朝から賜った名馬「生食」（いけづき）

の霊を慰めるため駒形明神として祀ったが、その社は今はなく、横浜鳥山に馬頭観音堂として残されている。
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嵯
峨
天
皇

8
1
0

さ
が
て
ん
王
の
御
宇 

弘
仁
元
年

庚
寅

秋

か
の
へ
と
ら
の
あ
き 

み
も
り
と
い
ふ

所
に
方
三
四
丁
の
社
地
を

社

建

廣
め
大
い
な
る
や
し
ろ
を
こ
ん

立

麓

廣
潟

り
ふ
あ
り 

ふ
も
と
の
ひ
ろ
か
た
に

鳥
居

殿

大
鳥
へ
あ
り 

御
供
で
ん
等
迄
も

賜
田
カ

夫
々
に
使
田
あ
り 

其
の
ち
野
火

災

の
わ
ざ
わ
い
に
よ
つ
て
社
中
不
残

灰
燼

く
わ
い
じ
ん
す 

頼
朝
卿
の
時
に

ま
脱

あ
た
り
て
再
建
し
た
□
ふ
と
い
へ
共
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深
山
カ

茅
山

続

じ
ん
ざ
ん
ぼ
う
ざ
ん
に
づ
つ
け
ば

災

時
の
さ
い
に
よ
り
て
た
び
／
＼

灰
燼

僅

給

く
わ
い
じ
ん
す 

今
わ
つ
か
に
き
う

田

本
堂

営

で
ん
ほ
ん
ど
う
等
を
い
と
な
む
と
い
へ

遠
村

共
近
里
え
ん
そ
ん
よ
り
こ
れ
を

尊

信
仰

巉

た
つ
と
み
し
ん
か
う
す 

夫
よ
り
ざ
ん

巌

踏
み

攀

が
ん
注
１

を
ふ
み
も
う
せ
し
を 

よ
じ
の

登

漸

絶
頂

至

ぼ
り 

よ
う
や
く
ぜ
つ
ち
や
う
に
い
た
れ

誠

宙

限

れ
ば 

ま
こ
と
に
宇
ち
う
の
が
ぎ
り

な
き
事 

天
と
の
間
に
居
す
る
が

*1 巉巌（ざんがん）＝きりたったような険しい崖。
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如
ご
と
し 

ま
ず
西
北
の
方
を
の
ぞ
け

満
々

ば
滄
海
万
ま
ん
と
し
て
更
に
き

極

遠

韓

わ
ま
り
な
き 

と
を
き
わ
三
か
ん
注
１

鬼
界

高
麗

近

き
か
へ
注
２

高
ら
い 

ち
か
き
わ
九
国
の

壱
岐
対
馬

二
嶋 

社
の
往
来
限
り
な
く

又
東
南
に
わ
長
・
石
・
防
・
藝

京
カ

の
山
累
／
＼
と
し
て
東
原
万
里

続

民
屋

千
村

ん
脱

つ
ヽ
き 

み
ん
を
く
せ
ん
そ
ん
ば
□

屋

数

知
ら
ず

之
く 

そ
の
か
ず
を
し
ら
す

高
角
の
柿
本
の
社
頭
注
３

も
じ

*1 三韓＝①古代朝鮮南部拠った馬韓、辰韓、弁韓の総称。それぞれが数十の部族国家に分かれていた。②新羅、百済、

高句麗の総称。ここでは②であろう。

*2 きかへ＝鬼界ヶ島。九州南方の諸島の古称。罪人を島流しにした。平家物語では、今の薩南諸島から沖縄までの12

島。

*3 高角の柿本の社頭＝柿本神社。益田市高津町、高角山(標高470m)の山頂にある。神亀年間(724～28)の建立とい

う。柿本人麻呂を祀る。
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し
ま
注
４

に
見
へ
た
り 

其
外
石
州
の

大
麻
山

大
山

た
い
ま
さ
ん
注
５ 

伯
州
の
大
仙
ん

里

雲
州
の
大
社 

百
り
の
ほ
か
と

雖

目
の
当
り

い
へ
ど
も
ま
の
あ
た
り
に
見
へ
侍
り

霊
秀
カ

景

け
る 

れ
い
し
ゆ
う
の
風
け
い
い
じ
ら

形
跡

恰
も

仙
洞

け
い
せ
き 

あ
た
か
も
せ
ん
と
う
注
６

に

遊

傍
ら

あ
そ
ぶ
か
ご
と
し 

か
タ
ハ
ら
ニ

穴
あ
な
あ
り 

わ
た
り
三
尺
ば
か
り

知
ら
ず

に
し
て
深
き
事
を
し
ら
す 

木

石

落

円
転

せ
き
を
お
と
す
に
え
ん
て
ん
と
し
て

*4 大麻山（たいまさん）＝島根県浜田市三隅町の山。標高599m。山頂にテレビ塔、無線の中継アンテナがある。

*5 じしま→しじまカ＝静寂。静まりかえっていること。

*6 仙洞（せんとう）＝仙人の居所。
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留

昔

と
ど
ま
る
所
な
し 

む
か
し

臼

落

経

う
す
を
お
と
す
に 

日
を
へ
て

麓

浦

浮

ふ
も
と
の
う
ら
に
う
か
び
出
る

と
也 

か
か
る
が
ゆ
へ
に
其
所
を

臼

綾

う
す
が
浦
と
い
ふ 

又
あ
や
き
注
１

象

鼻

如

石
あ
り
ぞ
う
の
は
な
の
ご
と
く

む
ま
注
２

の
せ
の
ご
と
し 

此
上
に

登

眼
下

覗

の
ぼ
り
て
が
ん
か
を
の
ぞ
け
ば

万
人

危

ば
ん
じ
ん
に
し
て
あ
や
を
き
事

限
か
ぎ
り
な
し 

か
か
る
が
ゆ
へ
に

*1 綾き＝物の面に表れた様々な線や形の模様。特に斜めに交差した模様。

*2 むま＝馬と同じ。

*3 ばかだめし＝フォルンフェルスの事か。

*4 軒轅(けんえん)＝黄帝（紀元前2510年～紀元前2448年）。姓は姫姓、名は軒轅という。神話伝説上では、三皇の

治世を継ぎ、中国を統治した五帝の最初の帝であるとされる。また、三皇のうちに数えられることもある。彼以降

の4人の五帝と、夏、殷、周、秦の始祖を初め数多くの諸侯が黄帝の子孫であるとされる。おそらくは、中国に都
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馬
鹿
試
し

名
づ
け
て
ば
か
だ
め
し
注
３

と
い
ふ

屏
風

ま
た
び
よ
ぶ
の
如
く
な
る
岩

数
仭
カ

あ
り 

す
じ
ん
を
立
り 

當
山

至

社

に
い
た
り
て
黄
帝
の
や
し
ろ

尋

有
り 

其
由
来
を
た
ず
ぬ
る
に

余
年

古

四
千
よ
ね
ん
の
い
に
し
へ
異
国

帝

軒
轅

の
み
か
ど
を
け
ん
え
ん
黄
帝

称

貨
狄

言

と
せ
う
す 

く
わ
て
き
と
い
ひ
し

大
臣

だ
い
じ
ん
あ
り 

あ
る
時
池
の

表

眺

お
も
て
を
な
が
め
し
に

　 市国家群が形成され、それぞれの君主が諸侯となっていく過程で、擬制的な血縁関係を結んでいった諸侯たちの始

祖として黄帝像が仮託されたのであろう。さらに後世になると、中国の多くの姓氏が始祖を三代の帝王や諸侯とし

たので、現在も多くの漢民族は黄帝を先祖に仰いでいる。また、清代末期に革命派が、黄帝が即位した年を紀元と

する黄帝紀元と称する暦を用いて清朝への対抗意識を示したことはよく知られる。

*5 貨狄＝黄帝の臣で、舟を考案した人といわれる。謡曲「自然居士」にみえる。26頁、巻末補注参照。
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折
節

秋

末

を
り
ふ
し 

あ
き
の
す
へ
な
る

嵐

散

に
あ
ら
し
に
ち
れ
る
柳

浮

葉

の
葉
の
う
か
び
し
に 

は
の

上

蜘
蛛

振
舞

う
い
の
く
も
の
ふ
る
ま
へ
を

げ
に
も

思

見
て 

け
に
も
と
を
も
へ
初
め
て

船
ふ
ね
を
つ
く
り
け
る 

黄
帝

召

め
ぐ

こ
れ
に
め
さ
れ
諸
国
を
廻
り

財

通

民

撫

さ
い
を
か
よ
わ
し 

た
み
を
ぶ

育

治

給

ゆ
く
し 

御
代
を
お
さ
め
た
も
ふ

音
律

文
字

な
り 

を
ん
利
つ 

も
ん
じ 

れ
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暦
数

車
馬

農
具

等

き
す
う
し
や
ば 

の
ふ
ぐ
と
う

帝

御

も
こ
の
み
か
ど
の
お
ん
時
に

始

後

は
じ
ま
れ
り
と
な
り 

其
ご

我
が
朝

崇
神
天
皇

わ
が
ち
よ
そ
う
じ
ん
て
ん
お
う

御

帝

神

の
お
ん
時
か
の
み
か
ど
の
し
ん

霊

我
が
朝

飛

渡

れ
い
わ
か
て
う
に
と
ひ
わ
た
ら

給

か
た
じ
け

せ
た
ま
へ 

忝
な
く
も
此
山
に

跡

垂

給

御
あ
と
を
た
れ
た
も
ひ 

始
て

造

人
民

教

社
を
つ
く
り 

じ
ん
み
ん
に
お
し
へ

給
た
ま
へ
し
と
な
り 

其
時
の
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船
ふ
ね
の
道
具
の
出
し
所
と
て

名

伝

其
所
々
の
在
め
へ
今
に
つ
た
へ
て

帆
柱

塚
木

梶

碇

ほ
ば
し
ら 

つ
か
ぎ 

か
ぢ 

い
か
り

櫓
置
場

ろ
お
き
ば 

と
て
そ
の
所
々
の

在
名

ざ
い
め
へ
と
す 

人
々
こ
れ
に

頼

得

商
賣

た
よ
り
を
い 

せ
よ
は
い
の
み
ち

開

自
由

い
よ
／
＼
ひ
ら
け
て
じ
ゆ
ふ
を

皆

知

な
す
こ
と
み
な
人
の
し
る

異
国

と
こ
ろ
な
り 

そ
れ
い
こ
く
の

珍
物

衣
絹

良
薬

ち
ん
ぶ
つ 

い
け
ん 

利
や
う
や
く
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類

力

労

の
る
い
ま
で
も 

ち
か
ら
を
ろ
う

足

運

せ
ず 

あ
し
を
は
こ
ぶ
事
な

自
由

求

得

く
し
て
じ
ゆ
う
に
も
と
め
ゑ
る

船

越

事
ふ
ね
に
こ
し
た
る
事
な
し

御

図
り

利
生
渡
世
の
お
ん
は
か
り
事

世

過

こ
れ
に
よ
も
す
き
ぬ
ま
じ

偏

恩

ひ
と
へ
に
黄
帝
の
御
お
ん
ぞ
か
し

故

昔

か
か
る
が
ゆ
へ
に 

む
か
し
よ
り

里

渡

商
旅

北
海
万
り
を
わ
た
る 

せ
う
り
よ

船

の
ふ
ね
も 

此
山
を
見
た
て
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奉
る

帆

下

ま
つ
る
時
わ 

ほ
を
さ
け 

か
の

帝
宮

遙

て
い
き
う
を
は
る
か
に
拝
し
て

通

陸

と
ほ
り
け
る
と
か
や 

ま
た
く
が
注
１

往
来

お
ふ
ら
い
の
人
も
此
山
を
見
た

奉
る

手
向

て
ま
つ
る
時
わ 

花
を
た
む
け

通

礼
を
な
し
て
と
ふ
り
け
る 

今
に

村

三
原
む
ら
に
花
立
と
い
ふ
在
名

社

あ
り 

黄
帝
の
や
し
ろ 

権
現
の

帆

下

拝
所
な
り 

も
し
ほ
も
さ
げ
ず

御

礼
を
も
な
さ
ず 

船
の
お
ん
徳
を

*1 くが＝陸。クヌガの略。
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感

あ
ま
つ
さ
え

嘲

も
か
ん
ぜ
ず 

あ
ま
つ
さ
い 

あ
ざ

言
葉

致
し

け
る
こ
と
ば
な
ど
い
た
す
た
る

悪
趣

者

俄

あ
く
し
ゆ
の
も
の
わ 

に
わ
か
に

あ
カ

吹

来

帆
柱

か
く
風
ふ
き
き
た
つ
て 

ほ
ば
し

倒

舵

砕

ら
を
た
ほ
し 

か
ぢ
く
だ
き

終

海
底

藻
屑

つ
い
に
わ 

か
い
て
い
の
も
く
ず
と

本

忘

悪

な
る 

こ
れ
も
と
を
わ
す
れ
る
あ

人

罰

給

く
に
ん
を 

ば
つ
し
た
ま
い

霊
験

甚

れ
い
け
ん
の
は
な
は
だ
し
き

言
う

事
ゆ
ふ
ば
か
り
な
り 

こ
ヽ
に
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大
師

以

弘
法
大
姉
も
此
山
を
も
つ
て

住
処

暫

す
み
か
と
せ
ん
と
し
ば
ら
く

住

給

地
形

殊
勝

す
み
た
ま
へ 

ち
け
い
し
ゆ
し
や
う

の
所
と
て
御
住
所
に
も
な
さ

思
召

れ
た
く
お
ぼ
し
め
し
も
あ
り

霊
験

余

黄
帝
の
れ
い
け
ん
あ
ま
り
に

甚

衆
生

は
な
は
だ
し
く 

し
ゆ
し
や
う
の

損
壊

哀

給

そ
ん
く
わ
い
注
１

を
あ
わ
れ
見
た
ま
ひ

垂
跡

い
脱
カ

宥

す
い
せ
き
い
き
よ
□
の
相
を
な

狗
留
孫
佛

だ
め
ま
い
ら
せ 

く
る
そ
ん
ぶ
つ

*1 そんくわい＝素懐(そかい)か。→平素の願い。かねてからの願い。
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身

本
地
法
し
ん
注
１

の
如
来
を
あ
が
め

給

本
覚

た
ま
う
こ
の
か
た 

ほ
ん
が
く
注
３

高

忍
辱

の
月
た
か
く 

に
ん
に
く
注
４

の

光

ひ
か
り
あ
ら
た
に
し
て 

ま
す
／
＼

難

利
生
ふ
か
く
萬
船
の
な
ん

救

給

眼
前

を
す
く
い
た
も
ふ
事 

が
ん
ぜ
ん
注
５

假
令

見

な
り 

た
と
へ
御
山
の
み
へ
ざ
る

隔
て

千
万
里
を
へ
立 

何
国
の
沖
に
し

角

判

風

て
方
が
く
を
も 

わ
か
ら
す 

ふ
う

波

荒

来

船
頭

舸
子

は 

あ
れ
き
た
り 

せ
ん
ど
う 

か
こ

*2 本地法身＝本地（ほんじ）→仏・菩薩が衆生済度のために仮の姿をとってあらわれた垂迹身に対し、その本源たる

仏・菩薩をいう。例えば、熊野権現の本地は阿弥陀如来とする。　法身（ほっしん）→永遠なる宇宙の理法そのも

のとしてとらえたれた仏のあり方。三身の一。色身、応身、報身などに対応。報性身。法身佛。

*3 本覚＝衆生に本来備わっている清浄な悟りの知恵。修行によって本覚を明らかにすることを始覚という。

*4 忍辱＝（にんにく）六波羅蜜の一。もろもろの侮辱・迫害を忍受して恨まないこと。

*5 眼前＝明らかなこと。確かなこと。明白。／別に、親鸞の｢願船｣思想ではないかという説。
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種
々

働

叶

し
ゆ
ヽ
ヽ
は
た
ら
く
と
い
へ
共
か
な

難

既

破
船

へ
が
た
く
も
　
す
で
に
は
せ
ん
に

及

至

お
よ
ぶ
時
節
に
い
た
り
て
も 

黄

御
名

唱

帝
の
み
な
を
と
な
へ 

一
心
を

凝

心
願

込

こ
ら
し
　
し
ん
ぐ
わ
ん
を
こ
め
て

助

年
々

た
す
か
り
し
人 

ね
ん
ね
ん

数

假
令

そ
の
か
ず
多
し 

た
と
へ
塩
ぎ
り
注
１

吹

暗
夜

に
ふ
き
た
て
ら
れ 

又
ハ
あ
ん
や
に

お
よ
び 

つ
□
と
い
へ
と
も
方
角
も

知

風
波

弥
増

し
れ
ず
ふ
う
は
い
や
ま
し
に
し
て

*1 塩ぎり＝潮切。①3月3日前後の頃、毎日曇るが雨の降らない天気。　②和船の梁の突出部につけて水切りをよく

するもの。③和船の舳（みよし）の前につけて水切りをよくする部分。なみきり。
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頼

方

誠

た
よ
る
べ
き
か
た
も
な
く 

ま
こ
と
に

船
中

手
立

絶

必
至

せ
ん
ち
う
て
だ
て
に
た
へ 

ひ
つ
し
に

極

恩

き
わ
ま
り
し
も 

黄
帝
の
御
お
ん

徳

想
い

凝

と
く
を
お
も
出
し 

信
心
を
こ
ら
し

頼

灯

た
よ
る
べ
き
方
角
へ
と
も
し
火

祈
願

を
下
さ
れ
か
し
と 

き
ぐ
わ
ん
し

奉

空
中

た
て
ま
つ
れ
ば 

く
う
ち
う
に

灯
火

現

い
づ
く
と
も
な
く 

と
も
し
び
あ
ら
わ
れ

銘
々

身
魂

健

め
い
／
＼
し
ん
こ
ん
す
こ
や
か
に
な
り

力

得

誠

陸

ち
か
ら
を
ゑ 

ま
こ
と
に
く
が
へ
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上

心
地

あ
が
り
た
る
こ
こ
ち
し
て 

そ
の

灯
火

指

漕
ぎ
入
れ

と
も
し
び
を
さ
し
て 

こ
ぎ
い
れ

自
然

港

し
時
わ 

し
ぜ
ん
と
み
な
と
へ

指

入

波

次
第

さ
し
て
い
り 

な
み
も
し
だ
へ

助

に
や
わ
ら
ぎ 

た
す
か
り
た
る
人

御
社

歳
々
黄
帝
の
お
ん
や
し
ろ
に

参
詣

数

さ
ん
け
い
す
る
人
か
ず
多
く

累
々

遠
国

浦
々

其
る
い
／
＼
に
し
て
お
ん
ご
く
う
ら
／
＼

皆

人

知

ま
て
も 

み
な
ひ
と
の
し
る
所
也

渡
世

ん
脱
カ

船
を
と
せ
い
に
す
る
人
ハ
も
ち
ろ
□
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士
農
工
商

共

船

し
の
ふ
こ
う
し
や
う
と
も
に
ふ
ね
に

頼
た
よ
り
せ
ざ
る
も
の
な
し

難

何
時

ま
た
風
波
の
な
ん 

い
つ
と
い
ふ

限

無

諸
人

か
ぎ
り
な
け
れ
ば 

し
よ
に
ん

常

信

つ
ね
ニ
黄
帝
大
権
現
を
し
ん

心

難

じ
ん
な
し
て 

そ
の
な
ん
を

助

給

朝

た
す
か
り
た
も
ふ
べ
く 

あ

夕

仰

さ
な
ゆ
う
な
に
あ
を
ぐ
べ

尊

く
た
つ
と
む
べ
し

　
　
　
を
わ
り
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◇
　
補
　
注
　
◇

　
◇

（
１
）
首
山
＝
天
下
の
名
山
は
８
つ
。
そ
の
内
三
つ
は
蛮
夷
に
あ
り
五
つ

は
中
国
に
あ
る
。
崋
山
、
首
山
（
山
西
省
永
済
県
の
南
）
、
太
室

（
嵩
高
）
、
泰
山
、
東
莱
で
、
こ
の
五
山
は
黄
帝
が
い
つ
も
そ
こ
へ

出
掛
け
て
そ
こ
の
神
と
会
合
し
た
所
で
す
。

黄
帝
は
一
方
で
は
戦
い
を
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
仙
術
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
人
民
が
、
神
仙
の
道
を
そ
し
る
の
を
き
に
か
け
た

も
の
で
す
か
ら
、
鬼
神
を
そ
し
る
も
の
の
罪
を
さ
ば
い
て
斬
り
殺

し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
百
年
あ
ま
り
の
ち
に
、
は
じ
め
て
神
と
交

際
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
お
た
。

黄
帝
は
雍
で
上
帝
に
郊
の
ま
つ
り
を
さ
さ
げ
た
と
き
、
三
ヶ
月
そ

き
ゆ
く

こ
に
宿
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
鬼
臾
区
は
、
そ
の
号
を
大
鴻
と
申

し
ま
し
た
が
。
（
そ
の
と
き
）
死
ん
で
雍
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
も

こ
う
ち
ょ
う

と
の
鴻
冢
が
そ
の
塚
で
す
。
そ
の
の
ち
黄
帝
は
、
よ
ろ
ず
の
神
霊

め
い
て
い

め
い
て
い

に
明
廷
で
接
見
さ
れ
ま
し
た
。
明
廷
と
は
甘
泉
（
宮
）
の
こ
と
で

あ
り
、
寒
門
（
塞
門
？
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
谷
口
の
こ
と
で

す
。

け
い
ざ
ん

黄
帝
は
首
山
の
銅
を
採
掘
し
て
、
鼎
を
荊
山
（
河
南
省?

郷
県
の

南
）
の
麓
で
鋳
造
し
ま
し
た
。
鼎
が
丁
度
出
来
上
が
っ
た
と
き
、

あ
ご
ひ
げ
を
垂
れ
た
龍
が
現
れ
て
、
下
り
て
き
て
黄
帝
を
迎
え
た

の
で
す
。
黄
帝
が
龍
の
背
に
上
っ
て
馬
乗
り
に
な
り
、
並
み
居
る

臣
下
と
後
宮
の
女
性
達
の
う
ち
、
天
子
に
従
う
も
の
七
〇
人
余
り

に
な
る
と
龍
は
上
昇
し
て
立
ち
去
り
ま
し
た
。
取
り
残
さ
れ
た
小

臣
た
ち
は
、
よ
じ
登
る
機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
皆
し
て

龍
の
ひ
げ
を
つ
か
ま
え
ま
し
た
。
龍
の
ひ
げ
が
抜
け
落
ち
て
、
そ
の
は

ず
み
で
黄
帝
の
弓
が
ぽ
と
り
と
落
ち
ま
し
た
。
人
民
達
が
仰
ぎ
見
た
と

き
に
は
、
黄
帝
は
も
う
天
に
上
っ
た
後
で
し
た
。
そ
こ
で
や
む
な
く
弓

と
龍
の
あ
ご
ひ
げ
と
を
抱
き
か
か
え
て
泣
き
叫
ぶ
ば
か
り
で
し
た
。
そ

お
ご
う

の
為
後
世
こ
れ
に
因
ん
で
、
そ
こ
を
鼎
湖
と
名
付
け
、
そ
の
弓
を
烏
号

と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
天
子
は｢

あ
あ
！
　
わ
た
し
が
ほ
ん
と
に
黄
帝
の
よ
う
に
な
れ

る
も
の
な
ら
、
わ
た
し
は
妻
子
を
す
て
る
決
心
な
ど
、
く
つ
を
脱
ぐ
く

ら
い
に
し
て
み
せ
る
の
だ
が
！｣

と
言
わ
れ
て
，
初
め
て
公
孫
卿
を
郎
の

位
に
つ
け
、
東
の
方
へ
や
っ
て
太
室
山
で
神
の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る

事
に
し
ま
し
た
。
（
史
記
　
書
　
封
禅
書
（
第
六
）
武
帝
よ
り
）

（
２
）
貨
狄
（
か
て
き
）
＝
黄
帝
の
臣
で
、
舟
を
考
案
し
た
人
と
い
わ
れ
る
。

謡
曲
「
自
然
居
士
」
に
み
え
る
。

 
 
 
 
 

以
下
、
謡
曲｢

自
然
居
士｣

の
詞
章
、
舞
囃
子
か
ら
抜
粋
。

 
 
 
 

『
黄
帝
の
臣
下
に
。
貨
狄
と
い
え
る
士
卒
あ
り
。
あ
る
時
貨
狄
庭
上
の
。

池
の
面
を
見
渡
せ
ば
．
お
り
ふ
し
秋
の
末
な
る
に
。
寒
き
嵐
に
散
る
柳

の
．
一
葉
水
に
浮
み
し
に
。
ま
た
蜘
蛛
と
い
う
虫
。
こ
れ
も
虚
空
に
落

ち
け
る
が
．
そ
の
一
葉
の
上
に
乗
り
つ
つ
。
次
第
次
第
に
さ
さ
が
に
の

．
糸
は
か
な
く
も
柳
の
葉
を
。
吹
き
く
る
風
に
さ
そ
わ
れ
。
汀
に
寄
り

し
秋
霧
の
。
立
ち
く
る
蜘
蛛
の
振
舞
。
げ
に
も
と
思
い
そ
め
し
よ
り
た

く
み
て
舟
を
作
れ
り
。
黄
帝
こ
れ
に
召
さ
れ
て
。
烏
江
を
漕
ぎ
渡
り
て

．
蚩
尤
を
安
く
亡
し
。
お
ん
代
を
治
め
た
も
う
事
。
一
万
八
千
歳
と
か

や
。
し
か
れ
ば
船
の
せ
ん
の
字
を
。
公
に
す
す
む
と
書
き
た
り
。
さ
て

ま
た
天
子
の
お
ん
舸
を
。
竜
舸
と
名
づ
け
奉
り
。
舟
を
一
葉
と
い
う
事
。

こ
の
御
宇
よ
り
始
ま
れ
り
。
ま
た
君
の
ご
座
舟
を
。
竜
頭
鷁
首
と
申
す

も
．
こ
の
み
代
よ
り
起
れ
り
。
』
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